
平成３０年９月３０日 第５号みおつくし
鹿児島水産高等学校

保護者の皆様へ
本校は｢信頼される学校づくり｣を目標に生徒・保護者・職員・同窓会が一丸となり地域・学校の活性化に取り
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月 日 曜 10月の主な行事予定

１ 月 文部科学省SPH実地調査(～2日)
任意更衣
いじめ問題を考える週間(～5日)

３ 水 地区大会(～4日)
７ 日 公害防止管理者試験
17 水 中間考査(～19日)

三級海技士試験(～18日)
10 18 木 三地区PTA研修会(本校会場)
19 金 単車実技講習(南海自動車学校)
21 日 枕崎市民運動会(寮生参加)
22 月 授業公開ウイーク(～26日)

教育相談期間(～31日)
二級海技士試験(～23日)

23 火 中高連絡会
26 金 1･2年PTA,乗船保護者会(2E)

30 火 つくる実習(Cｺｰｽ ～11/2)

食
品
工
学
科

九
月
十
四
日(

金)

に
枕
崎
市
漁
業

、

協
同
組
合
の
揚
野
功
様
を
お
招
き
し

Ｓ
Ｐ
Ｈ
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
「
製
品
開
発
の
た
め
の
衛
生

管
理
に
関
す
る
講
習
」
で
し
た
。
食

品
の
衛
生
管
理
の
基
盤
と
な
る
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム

、
食
中
毒
の
種

」

類
や
対
策
法
を
ク
イ
ズ
形
式
で
生
徒

に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
講
義
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
義
を

生
か
し
、
よ
り
よ
い
製
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
撮
影
も
実
施

海
洋
科
栽
培
工
学
コ
ー
ス･

･
･

九
月
十
九
日(

水)

に
、
指
宿
市
岩

本
沖
に
て
藻
場
再
生
の
た
め
の
ウ
ニ

除
去
に
栽
培
工
学
コ
ー
ス
三
年
生
が

挑
戦
し
ま
し
た
。
今
年
で
十
四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
回
は
六
千
百

十
一
個
体
の
除
去
を
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。
実
習
に
参
加
し
た
中
川
君

（
桜
ヶ
丘
中
出
身
）
は
「
こ
れ
ま
で

の
先
輩
方
の
ウ
ニ
除
去
に
よ
っ
て
藻

場
が
再
生
し
て
き
て
い
る
の
を
身
近

で
感
じ
ら
れ
た
。
後
輩
達
に
も
続
け

て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｈ
本
格
的
に
始
動

（
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

九
月
十

三
日
か

ら
二
十
八
日

ま
で
三
週
間
に
わ

た
り
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
か
ら

五
名
の
学
生
が
教
育
実
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
実
習
生
は
教
員
と

し
て
の
意
識
を
持
ち
、
毎
日
夜
遅

く
ま
で
の
教
材
研
究
や
部
活
動
へ

の
参
加
な
ど
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
実
習
生
の
中
に
は
平
成
二
十
七
年
度
に
海

洋
科
栽
培
工
学
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
沖
田
先
生
も
参

加
し
て
お
り
、
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た

「
大
学
で
は
高
校
で
も
学
ん
だ
種
苗
生
産

。

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
と

大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が
教
育
実
習
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
校
で
学
ぶ
こ
と
や
過
ご
し
た
時
間
は

決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
で
あ
る
時
間

は
短
く
貴
重
で
す
。
ぜ
ひ
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。｣

と
の
こ
と
。
沖
田
先
生
に
は
、
ぜ
ひ
将
来
本

校
に
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

後
期
「
教
育
実
習
」

九
月
二
十
二
日

(

土)

に
枕
崎
市
文

化
資
料
セ
ン
タ
ー

南
溟
館
で
鹿
水
高

マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
ま
し
た
。
枕
崎

市
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
に
声
を
掛

、「

」

け

お
買
い
物
券

を
利
用
し
た
買
い

物
や
各
ブ
ー
ス
で
プ
ラ
ト
ン
ボ
や
髪
飾
り

。

等
の
製
作
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
体
験
は
、
普
段
、
水
産
教
育
を
受
け

て
い
る
本
校
生
が
知
識
と
技
術
を
用
い
て

園
児
の
先
生
に
な
り
体
験
を
補
助
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
い
つ
も
は
地
域

行
事
で
年
上
の
人
と
会
話
す
る
こ
と
が
多

い
高
校
生
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
園

児
の
目
線
に
な
り
、
優
し
く
、
そ
し
て
分

か
り
易
い
言
葉
を
選
び
な
が
ら
一
生
懸
命

教
え
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
よ
り
「
明
日

も
マ
ル
シ
ェ
を
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
を

、

。

い
た
だ
く
場
面
も
あ
り

大
盛
況
で
し
た

約
五
百
五
十
名
の
お
客
様
に
来
場
い
た
だ

き
、
感
謝
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「
創
立
１

九
月
十
一
日
～
三
十
日
に
は

と
題
し
た
展
示
も
行
わ

０
９
年
の
歩
み
」

。

。

れ
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

鹿
水
高
マ
ル
シ
ェ

南
溟
館

in

九
月
十
四
日(

金)

に
、
二
年
海
洋
科
栽
培

工
学
コ
ー
ス
の
生
徒
八
名
が
夏
休
み
に
受
験

し
た
「
潜
水
士
」
の
結
果
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
結
果
は
、
見
事
ク
ラ
ス
全
員
が
一
発
で

合
格
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
五
月
か
ら

補
習
に
臨
み
、
夏
休
み
に
は
栽
培
工
学
コ
ー

ス
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
学
校
で
の
試
験
対

策
合
宿
を
行
い
全
員
合
格
を
目
指
し
ま
し

た
。
今
回
受
験
し
た
、
坂
口
君(

坊
津
学
園

中
出
身)

は
「
五
月
か
ら
ク
ラ
ス
全
員
で
取

組
ん
だ
成
果
が
出
て
良
か
っ
た
で
す
。
合
宿

の
時
に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強
漬
け
で
し
た

が
、
ク
ラ
ス
全
員
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑

張
る
こ
と
で
団
結
力
も
高
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

二
学
期
か
ら

は
待
ち
に
待

っ
た
ダ
イ
ビ

ン
グ
実
習
が

始
ま
っ
て
い

る
の
で
学
ん

だ
知
識
を
活

か
し
な
が
ら

実
習
に
取
り

組
ん
で
行
き

た
い

」
と

。

感
想
を
述
べ

て
く
れ
ま
し

た
。

ク
ラ
ス
全
員
合
格
！

「
潜
水
士
」

九
月
二
十
一
日

(

金)

か
ら
二
十
三
日

(

日)

に
か
け
て
行
わ
れ
た
第

回
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
に
お
い

62

て
、

二
年
情
報
通
信
科(

)

の
有
上
茉
那
さ
ん(

大
笠
中
出
身
・
写
真
左)

が

2W

女
子
ハ
ン
マ
ー
投
で

ｍ

の
大
会
新
記
録
で
優
勝
、
同
じ
く
二
年
情
報

42

46
cm

通
信
科
の
坂
元
一
洸
君(

知
覧
中
出
身
・
写
真
右
か
ら
二
人
目)

が
男
子

ｍ
100

(

秒

)

と

ｍ(

秒

)
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
本
校
生
徒
が
三
種
目
で

10

86

200

22

33

優
勝
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た

「
水
高
旋
風
」
な
ら
ぬ
「

旋

。

2W

風
」
を
巻
き
起
こ
し
た
二
人
は
、
高
校
か
ら
陸
上
を
始
め
、
競
技
歴
一
年
半

で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
二
人
を
指
導

す
る
成
田
先
生
は

「
種
目
は
違
う
が
ク
ラ
ス
メ
イ

、

ト
と
い
う
こ
と
で
、
お
互
い
の
飛
躍
が
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
人
と
も
勉
学
に
も
熱

心
に
取
り
組
む
が
、
勉
学
で
の
『
や
る
と
決
め
た
こ

と
は
最
後
ま
で
や
り
通
す
』
と
い
う
意
志
の
強
さ
が

競
技
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
か
ら
も

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
自
分
達
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
実
現
し
て
ほ
し
い

」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

。

た
。
陸
上
部
の
今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
。

こ
の
他
二
年
海
洋
科
機
関
コ
ー
ス
の
豊
山
貴
仙
君

（
赤
徳
中
出
身
・
写
真
左
か
ら
二
人
目
）
が
、
男
子

ハ
ン
マ
ー
投
で
五
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

)

陸
上
部
大
活
躍

(

三
種
目
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

九
月
十
四
日(

金)

に
、
薩
摩
青
雲
丸
第

二
次
航
海
出
港
式
が
枕
崎
港
で
実
施
さ
れ

。

、

ま
し
た

晴
れ
渡
る
清
々
し
い
秋
空
の
元

多
く
の
お
見
送
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
習
生
代
表
挨
拶
で
は
、
岡
海
斗
君(

赤

木
名
中
出
身)

が
、｢

鹿
児
島
県
の
水
産
・

海
運
業
界
の
後
継
者
と
な
る
べ
く
、
し
っ

か
り
と
勉
強
し
て
参
り
ま
す｣

と
、
力
強

。

、

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た

今
回
の
実
習
は

専
攻
科
七
名
、
本
科
海
洋
科
海
洋
技
術
コ

ー
ス
十
五
名
の
計
二
十
二
名
の
実
習
生
が

参
加
し
ま
す
。

七
十
日
の
航
程
で
、
マ
グ
ロ
延
縄
実
習

や
航
海
当
直
実
習
、
ホ
ノ
ル
ル
寄
港
時
に

は
現
地
の
高

校
生
と
の
交

流
事
業
も
計

画
さ
れ
て
い

ま
す
。

十
一
月
に

鹿
児
島
に
帰

、

港
す
る
際
の

一
回
り
も
二

回
り
も
大
き

く
成
長
し
た

実
習
生
た
ち

と
の
再
会
が

。

楽
し
み
で
す

実
習
船
「
薩
摩
青
雲
丸
」
出
港
式


